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令和３年５月１８日 

日本原子力研究開発機構 

敦賀廃止措置実証本部 

 

令和３年度 原子力事業者防災業務計画修正に係る主な修正点 

（高速増殖原型炉もんじゅ、新型転換炉原型炉ふげん） 

 

 

１．火災・溢流による安全機器等の機能喪失について判断基準等を明記（もんじゅ） 

【反映先】 

別表３－１－２６～別表３－１－２８及び別表３－３－３３ 

 

２．その他(前回届出以降提出した読替表の反映含む) 

（１）原子力防災要員の人員の表記見直し（ふげん、もんじゅ） 

【反映先】 

別表２－１－１ 

 

（２）副原子力防災管理者の職務上の地位の名称変更（もんじゅ） 

（所長代理（運営管理・核物質防護） → 所長代理（運営管理）） 

【反映先】 

別表２－１－２ 

 

（３）空間放射線積算線量計の更新に伴う名称変更（もんじゅ） 

【反映先】 

別表２－３－４ 

 

（４）備え付ける資料の統合に伴う変更（事故・災害対策運用要領の削除）（もんじゅ） 

【反映先】 

別表２－４－１０、別表２－４－１１、別表２－４－１３ 

 

（５）原子力防災組織業務の一部の業務委託終了に伴う変更（ＦＴＥＣ株式会社の削除）（もん

じゅ） 

【反映先】 

別表３－２－３２ 

 

（６）ＥＲＳＳへの伝送時期の記載修正（整備状況に合わて修正）（ふげん） 

【反映先】 

本文：第５節 ６. ＳＰＤＳによる国へのデータ伝送 

 

（７）その他記載の適正化 

 

 

以 上 
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